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１． はじめに

文部科学省は 年 月 日、新型コロナ

ウイルス感染症対策に関する大学等、専門学校

の対応状況について発表した。大学等で授業の

開始時期を延期するのは 校、例年どおりの

時期で実施するのは 校だった（全 校

中 校から回答）。同年 月 日時点で授業

を実施していると回答のあった大学等のうち、

約 割においては、面接授業は実施されておら

ず、遠隔授業によって授業が実施されている。

面接授業と遠隔授業が併用されている大学等は

約 割、感染拡大の防止に配慮しつつ、学生を

通学させて行う面接授業が実施されている大学

等は約 割である。全部または一部の授業を遠

隔によって実施していると回答のあった大学等

において、全面的な面接授業を開始する予定と

なっている時期については、約 割で検討中と

なっており、約 割が 月以後の時期としてい

る。 月前半、 月後半、 月中に開始すると答

えた大学等は、いずれも 割未満となってい

る。

本研究では様々な学年を調査対象にするため

に高等教育研究センター学修支援部門創新教育

推進班の教員らが担当している教養教育イノベ

ーション科目群 科目、大学院総合科目 科目

の履修者にアンケート調査を行う。新型コロナ

ウイルスの影響による生活や気持ち等の変化と

ともに演習系授業に取り組む前提となる「チャ

レンジ精神」の高い学生の意識について詳細に

分析する。

２． 調査概要

（１）調査対象：教養教育イノベーション科目

（イノベーションチャレンジクラブ、イノ

ベーションプロジェクト入門・実践、ベン

チャービジネス入門）、大学院演習授業（デ

ザイン思考演習、技術経営特論）履修者

（一部未履修者含む）

（２）日時： 年 月 日～ 日

（３）調査方法： フォームによるメール

配信

（４）回収： 、回答 （回答率 ）、有

効回答

３． 基礎統計

図 より、日々の生活の中で「大きく減少し

た」と回答した項目で最も多いのは「 労働

（バイト）時間」、次が「 所得（バイト

代）」、 番目が「 生活全体の幸福感」、 番

目が「 学習全体の満足度」となっている。

これら上位項目は「減少した」も高い回答率に

なっている。また、「 余暇時間」は半数以

上が「大きく増加した」「増加した」と回答し

た。一方で、約半数は「 労働（バイト）時

間」、「 所得（バイト代）」で変化がないこ

とも確認できた。

４． ベイジアンネットワーク分析

今回は自宅待機や行動制限による「生活の変

化（ ）」と「チャレンジ精神（ ）」の高い学

生の意識や学年（ ）の違いの関係性を詳細に

分析するためにベイジアンネットワークによる

感度分析を実施する。
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